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⼤学 学⻑ 殿 

観光学部 観光ビジネス学科 ⽥中洋⼀郎 

R7 年度奨励教育 使⽤実績報告資料（補⾜） 

 
 
 
 
 
 
 

 

【事業の⽬的・概要】 
・（成果発表の提供）本学学⽣に研究成果の発表の機会を提供し、観光学部を象徴するイベントの実施 
・（実践的な学び）観光産業と連携しツアーが商品化され、実際にお客様を動かす実践的な学びの経験 
・（産業界への貢献）学⽣ならではの独⾃性のある企画や、地域の隠れた観光資源の橋渡し役を担う 
・（広報）清麗祭と同⽇開催で、幅広くこのイベントを周知し、観光学部の研究成果や魅⼒を発信する 
・（就活⽀援）学業におけるガクチカ（計画性・実⾏⼒・課題解決⼒）を養う機会の提供 
 

【教育改⾰事業の概要・⽅法・実施計画等】 
観光産業界が求める⼈材輩出に向け、実践的な教育機会を産業界と連携して提供し、学⽣たちの課題
解決⼒・プレゼンテーション⼒の強化に資する教育の実施を⽬的とします。 
現状、就活のエントリーシート添削指導や⾯接指導を実施する中で、学⽣たち⾃⾝が⾃分たちの取組
みを「要約した⽂章に出来ない」「端的な⾔葉で伝えられない」という状況に直⾯しています。 
 

【教育改⾰事業の概要】 
R7 年度において「ぶどう収穫★ボランティアツアー」をベースとし⽥中ゼミのみならず学部全体へ
の波及発展形を⽬指し、学内にて「バス旅コンテスト」を開催し、幅広くエントリーを募り、⾃⾝の
研究成果に外部の尺度で評価を貰う事で、学⽣の成⻑を促し、観光学部の質の向上と「観光の魅⼒」
の発信を⽬指しました。 
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【実施⽅法】 
・「バス旅コンテスト」（清麗祭と同⽇）の開催、優秀チームの企画を商品化し、実際に参加者を募集し
ての実施 
・決勝参加チームは観光学部 1 年基礎ゼミから５チーム、２〜３年⽣のゼミから４チーム、⾼校⽣１
チーム全１０チームが参加し学部全体の取組みとなりました。 
・ツアー企画は協定先のコープトラベルと、実務経験のある教員が基礎から指導し、学⽣ならではの独
⾃性のある企画や、地域の隠れた観光資源の橋渡し役になるなど、観光業界の発展にも貢献しました。 
・イベンドの実施についても、広報から当⽇の運営まで学⽣が主体となって実施しました。 
 

【実施計画】 
・5/10（⼟）〜：フィールドワークや基礎ゼミの授業などを通じ、参加チームの企画指導 
〜6/9（⽉）まで、 
・6/16（⽉）〜23（⽉）予選会の実施 
・6/28（⼟）（清麗祭 1 ⽇⽬）：バス旅コンテスト決勝開催（＠創⾵）商品化ツアーの審査 

⇒ 7 ⽉：ツアー実施に向けアイデア段階の企画を、実際にお客様に販売出来るレベルに磨き上げを 
かけ、同時にツアー紹介動画の制作など販促活動の準備 

・9/1：コープさっぽろにて「優秀チーム企画」のバス旅商品の発表会を実施 
⇒ ツアーの募集開始、SNS や動画の活⽤など学⽣ならではの販売促進、 

・9/22：本番実施に向け添乗員打合せ 
・9/23：ツアー実施本番にスタッフとして同⾏ 
・10/4：ツアー実施本番にスタッフとして同⾏ 
・10 ⽉：事後学習として「お客様アンケート」フィードバック、次年度に向け成果と反省 
・12/16：成果発表会やアイディアコンテストに出場し、外部でのプレゼンテーションを経験します 
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【実施報告①】バス旅コンテスト 
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【実施報告②】ぶどう収穫★ボランティアツアー 
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【就活につながるアウトプット機会の提供】 
学⽣地域未来アイディアコンテスト＠12 ⽉城⻄国際⼤学に出場 

 

 
 

12/16（⽕）城⻄国際⼤学で開催された学⽣地域未来アイディアコンテスト本学代表で出場し、他学
の学⽣もいる中でこれまでの取組成果につきプレゼンテーションを実施しました。 
 
⾃⾝のガクチカを論理的にかつ端的に伝える経験を積む機会として有効な機会を提供頂いていると
思っています。 
 
3 年⽣は、これからの就活戦線へ向け⼤いに⾃信をつけ、⾼みを⽬指してチャレンジしてくれること
を期待します！ 


